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序章

１

　いつものように朝が来た。

　髪を整えてから朝食をとるのが、平日の日課となっていた。穏やかな陽射しが部屋の中に入っ

てきた。

　「いってきます」

　僕は玄関を出、親友の川野忠の家に向かった。何年になるだろうか。小学校以前だったから、

十年を越えていた。

　歩いてすぐに、忠の家に着く。僕がいつもほとんど定刻に来るので、外に出て待っているの

だが、きょうはいなかった。

　「寝坊でもしたのかな」

　郵便ポストには新聞が入ったままであった。

　試しに呼び鈴を鳴らしたが、応答しなかった。

　「どうしたんだろう。家族の急用でもできたのかな」

　初めての出来事だった。忠が病気でいけない時など、母親が出てくるのだが。何か胸騒ぎを感

じながら学校へ向かった。

２

　川野忠が万引きで警察に補導されたことを知ったのは、授業開始前のことだった。

　信じられない。どうしてやったんだろうか。

　生真面目ではなかったが、表立って悪いこともしなかった。先生から「たまには散髪に行けよ

」があるだけだった。

　魔でもさしたのか。

　僕は、頭の中で万引きしているシーンを思い浮かべていた。

　・・店の死角に赴き、商品をかすめる。

　恐る恐る見回し、店から出ていく・・・。

　その瞬間、店員から腕をつかまれ、

　「ちょっとお客さん」

　警備室か事務室に連れていかれる忠。

　情け無い、いや、哀れな顔をしているだろう・・・。

　僕は、去年、それと同じ現場と出くわした。

　まだ中学生らしい男の子が、店員に無理矢理事務室に連れていかれようとしていた。　

　男の子は、泣き叫んでいた。

　ここの店員は、いつもは低姿勢で愛想もいいんだが、鬼みたいに見えた。



　僕のほうをちらッと見て、消えていった。

　あの目の恐かったこといまだに覚えている。そしてあの男の子は、二、三十分して、母親らし

い女性と一緒に消えていった。

　僕にはあんなことはできない、できっこない。店員の変貌ぶりを見てから・・・は、一度も思

ったことはない。

　第一、僕は学年で一番背も低い。おまけにやせて、腕力もないほうなので、抵抗して逃げよう

とするものなら「背負い投げ一本」で気絶してしまうんじゃないだろうか。

　今頃どうしているだろうか。そして・・・。

　脳裏の中をいろいろな出来事で交錯している間に、授業が始まったらしく、先生が大声で僕の

名前を呼んでいる。

　「おい、山下、教科書も出さんでなにボヤーッとしているッ！」

　ポンと教科書の表紙で撫でるように叩いた。

　ちょっと間をおいて、みんなの笑い声が聞こえた。

３

　忠のことで頭が一杯で授業に身が入らなかった。

　特に、日本史の時間は酷かった。

　「慶応大学の創始者は誰か」

　突然のこの質問に僕は狼狽していた。

　「ほら、一万円札の肖像・・・」

　本当に馬鹿な答えをしたものだ。

　「前島密・・・です」

　一円切手の肖像であった、うかつすぎた。答えた後の大爆笑の渦に巻き込まれることを想像し

ていた。

　案の定・・・だった。

　泣きたいような悔しいような気持ちになり、授業が終わるまで下を向いていた。

　休み時間、教室の者の数名、特に女子が僕のほうを見て、何かヒソヒソ話した後笑っているよ

うに見えた。

　あんなことを口にしなければ・・・と思ったが、少し不愉快になった。

　「どうしたんだ、山下」

　隣町からバスで通ってくる、浜中が声をかけた。

　「いや、ちょっと考え事をしていたんだ・・・」

　「川野のことか」

　僕はうなずいた。

　「川野、最近変わった様子はなかったと思うんだが」

　浜中は忠の先週までの出来事を思い出しながら答えた。

　「そうだね」

　「今頃どうしているだろうな」



　浜中の言葉でまた僕は考え込んでしまった。

　「ねぇ、みんな。川野君、田中酒店で万引きしたのよ」

　若野美佐子が教室に駆け込んできた。

　「た、田中酒店。どうして・・・」

　忠は僕たちがよく利用する店で万引きしたのだ。なぜ・・・。

　僕は、若野の前に行き、

　「本当の話か、誰から聞いたんだ」

　興奮した僕の姿に驚いたのか、

　「慎一郎君、興奮しないでよ。あのコンビニの、ホラ、一年の」

　美佐子は、一級下の、コンビニエンスストア田中酒屋の一人息子幸三君に聞いたらしい。僕も

よく知っている。酒店という名前であるが、コンビニになっていて、飲み物などをよく買いに

行く。

　話は次のようだった。

４

　事件が起きたのは昨日の午後、その日は日曜日だった。

　忠は、落ち着かない様子で店に入ってきている。缶ジュースを何本か盗って逃走した。

　幸三は僕とは違って、背が高くおまけに足も早い、おまけに柔道部でブラックベルトだ

　「ドロボー！」と言う叫び声で、店番をしていた幸三が忠を追いかけた。

　結局取っ捕まってしまった。

　抵抗したそうだが、払い腰を掛けた後、押さえ込まれ、交番の警察官と店の人、つまり両親が

来るまで足をばた付かせていたそうである。

　美佐子が聞いた話をまとめるとは以上のようになる。でも、幸三君と二人っきりで話をした

とき、忠がやったのは次の通りだった。

　－ジュースを買ってお金を支払った。ちょうど、レジの金庫が開いたと同時に、千円札二、三

枚をわしづかみにして、逃走した・・・。そして千円札は投げだし、程なく幸三君はおいつ

いた・・・・。－

　本来なら強盗で逮捕されていたに違いない。後に幸三君から、僕との親友関係を知って、ジュ

ースを盗ったと警察官に言って、最悪な事態はさけられた。

　幸三君が気を利かしたにせよ、みっともない捕まり方だ。僕は忠の惨めな姿を思い浮かべて

いた。

　「それで・・、川野はどこにいる」

　「川野君、生徒指導室にいると思うよ」

　「そう、ありがとう」

　僕はすっかり暗くなって、午前の最後の授業を受けるべく席についた。
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第二章

１

　他の部が終わろうする時間だが、まだ柔道部は練習をしている。

　今度の大会で優勝候補と噂されるので、期待に沿うように頑張っている。

　僕は練習が終わるまで、待つことにした。

　「おや。山下じゃないか」

　顧問でもあり監督でもある松田先生が僕を見るなり声をかけた。

　「部長自らの取材か」

　「ええ」

　「それなら入ってみていきなさい」

　松田先生の言われるままに道場に入った。部員達は僕が入るなり、こっちのほうを向いてあい

さつをするもんだから、少し恥ずかしくなった。

　一年生らしい部員が僕に椅子を持ってきた。

　「あれ。先輩、取材に来たんですか。早いですね」

　「えっ」

　田中幸三である。激しい練習の最中で、息づかいも粗い。

　「大会出場の取材で来たんだ。練習が終わったら校門の所でまってくれないか」

　幸三はにっこり笑うと練習に戻っていった。

　僕が取材されている思ったのか、部員たちは張り切って技を決めた。

　まさか『事件のことで』なんてまわりが見ている手前言える訳はない。

　「山下。急にみんなが頑張り出したが、明日から毎日来てもらおうかな」

　先生は僕を冷やかした。

　僕が彼ら彼女達の中にはいったら、ノビてしまうような練習も終わった。六時半少し過ぎて

いた。

　松田先生ったら、練習が終わり、部員の前で、

　「山下が直々に取材に来た。良い記事が書けるように今度の大会優勝するから、かっこうよく

書いてくれよ」なんて言うから。恥ずかしくて顔なんてあげていられない。

　逃げるように道場を出た。部員達は威勢のいい声であいさつをしてくれた。

２

　「本当は川野さんのことを聞きたかったんでしょう」

　幸三の返す言葉もなくうつむいていた。

　「この頃、暗いって聞いたんで、明るくしてください。女子部員の間で人気なんですからネッ

」

　慰められているのか、おちょくられているのか・・・。



　「先輩ここじゃんなんですから、どこか行きましょう。明日休みだし」

　「は、はい・・・」

　幸三が主導権を握っているような感じだ。

　「しっかりしてください。さっ、行きましょう」

　案内されたのは学校から少し離れた喫茶店であった。

　「おい、田中君・・・」

　「分かっているよ。ここは家の親戚がしているんだ。時たま一年のもの誘って連れてくるし」

　酒類もあるから校則に違反するんじゃないかと思って制止しようした。でも、幸三のほうが

早かった。言われるままに入った。

　「いらっしゃい。なんだ幸三君か」

　「奥の部屋使うよ」

　「何時ものことだからいいよ。ところで君の友達かい。初めて見る顔だな」

　「新聞部の部長。柔道部の事を記事にするんだって」

　「初めまして・・・。山下慎一郎と言います」

　深々と礼をして、奥の部屋に入った。

　奥の部屋は、経営者の休憩室とは別にあった。まるで幸三の別荘みたいだ。

　「先輩。驚いたでしょう」

　僕は回りを見回した。マンガの本があちこちに散乱している。ほとんど柔道やスポーツを扱っ

たものだ。

　「川野さん、先輩の幼馴染みの親友ですよね」

　「そうだけど」

　「川野さん。誰かとつきあっているのかな。この前も、俺が押さえ込む二、三日前

から・・・・」

　幸三の話は僕を驚かせるものばかりだった。

　「どこの学校の生徒かは分からないけれど、川野さん不良らしい者と会っていたよ。次の日は

なんか指図していた見たいだった。俺の店の下見だったとは、驚いたよ」

　しばらく間をおいて・・・、

　「川野さんがお金をつかんで逃げたときに、やつ、投げた千円札を拾ってさっさと逃げていっ

てしまった。どこかで見た制服だけど、ひどく変形したんで良く解からなかった。川野さん、や

つに利用されただけなんだ。警察署ではしきりに俺が一人でやったことなんだって言い張って

いた」

　情けなかった。忠の異変に気付かなかった・・・親友として失格だ。

　「ごめなさい。親友の僕がいながら、君とお店に迷惑をかけて・・・。僕は・・・」

　僕は土下座をしてわびた。涙が自然と頬を伝っていった。

　「先輩、やめてください、責めているわけじゃないですから」

　「だって・・僕が気付いていれば・・・」

　恥も承知で泣き出してしまっていた。人前で泣いたのは初めてだ。



　「先輩は本当に親友思いですね。俺もみならわなくっちゃ」

　幸三から慰められ、ようやく泣くのはやめた。

　「先輩、一年の者達や先輩達に聞いてその相手を探しましょう」

　それもそうだ。泣いていても始まらない。

　「ありがとう。お願いするよ」

　「協力します。それから先輩」

　幸三はくしゃくしゃになった僕の顔を見ながら、

　「・・・」

　「今日先輩が泣いたことは黙っていますから」

　僕は、苦笑して幸三のほうを見た。

３

　部活に行く前、僕は川野の家に寄った。

　「ごめんください」

　「なんだ、お前か」

　忠が出てきた。僕に一撃を加えて以来だ。言葉もぶっきらぼうで、ふて腐れている。

　「た、忠君。話があるんだけど・・・ちょっとそこまで」

　僕はまた打ちのめされるのが恐く、怯えていた。

　「・・・・」

　忠はおとなしくついてきてくれた。

　「ところで、忠君。この前の事件のことだけど」

　誰も居ない公園に行き、事件のことを聞いてみることにした。今日は祝日だから人通りもまば

らだった。

　「・・・・・」

　「誰かに利用されていたんじゃないのか」

　「・・・・・」

　忠はなおも黙り込んでいる。利用されているのを指摘され驚いているのか、僕には分からなか

った。

　「ねえ。忠君」

　「なんだ」

　「僕達、親友だったよね」

　「・・・・・」

　「何でも隠し事はしなかったね、それに悩みは打ち明けようって」

　「俺が一人でやったことだよ。慎一郎、心配するな」

　「それなら・・・いいけど、不良ぽい生徒から指図されているっていうのはうそだよね」　忠

の顔が一瞬強張っている。

　「僕を心配させないため隠さなくていいんだよ。正直にいってよ。今ならなんとかなる



から・・・。」

　「隠せないな。慎一郎。本当だ、でもどこの高校の生徒か分からないんだ。」

　やはり・・・・。僕は経緯を聞いた。

　「事件の四、五日前、俺は、その高校生が万引きをするところを見てしまったんだ。幸い店の

者には見付からなかった」

　「それで、店の者に告げ口しないように脅したんだね」

　「ああ。次の日、慎一郎と別れたときに待ち伏せされていて、『誰かにしゃべると、お前の友

達も一緒に血祭りにあげる』って脅されたんで、俺は言わないって約束した」

　僕も・・・血祭り。冗談じゃない。だから、僕を避けていたんだ。でも、僕のことを思ってく

れての行動だったことが分かり、うれしくなった。

　「事件の前の日、またあいつが来て、今度はお金を要求しだした。お金がないと言うなり、殴

られ、盗んでも取ってこい・・・あとは慎一郎も知っているだろう」

　僕は、激しい怒りを覚えた。探し出して懲らしめてやりたい。

　「僕、そいつを探しているんだ。見つけ出して謝らせるんだ」

　「よせ。殺されてまうぞ」

　忠は僕のことを心配しているらしい。でも、今は腹が立ってしょうがない。

　「大丈夫だよ」

　僕は、忠を家に送った後、学校へ向かった。
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　月曜日、川野は戻ってきた。

　僕は、忠が事件を起す前と同じく、呼びに行った。

　「忠君」

　忠は、すぐに出てきた。回りを気にしていたのか、帽子を何時もより深くかぶっていた。　

　「今日からまた学校へ行けるね」

　「そうだな・・・でも、先生達は変な目で見るだろうな・・・」

　忠は不安な表情を見せた。

　「気にしない。僕がいるから」

　「先輩」

　幸三が自転車に乗ってやってきた、学校までは遠回りのはずであるが、川野が戻ってくること

を知って来たのであった。

　忠は幸三と分かると、驚き、僕の影に隠れようとした。でも小さな体の僕には到底無理だ。事

件を起して済まないと思う気持ちがそうさせるのだろう。

　「川野先輩。お早ようございます」

　「お・おは・・・よう」

　忠は投げられ押さえ込まれた場面を思い出して固くなったようだ。

　「おい、固くならなくてもいいんだよ」

　「そうですよ先輩。もう過ぎたことだし、家の者も全然気にしてないよ」

　「この前はごめんなさい」

　「と、言う事で、先輩。これから、犯人探しをする事にしましょう」

　幸三が主導で犯人捜しが始まった。部活が終わると、幸三の同級生の部員たちは喫茶店の奥に

部屋に集まりこれからの方法を話し合った。

　もちろん川野も僕も呼ばれた。

　「川野先輩。犯人の特徴はどうだったのですか。俺は追い掛けてて良くは分からなっかたんだ

けど」

　幸三が話を進める。

　「あれは、制服を酷く変形していて・・・どこだっかかな・・」

　「制服の色とかは？」

　「黒だった」

　「ボタンとか、襟章は・・・」

　僕は、思い出すように促す。

　「うーん。確か・・襟章はなかったんだけど、ボタンに三角の印があったような」

　「あれ。それは、桜ヶ丘商業じゃないか？」



　幸田と言う部員が言った。

　「そうそう、あそこの校章は確か三角の印に『桜』って言う文字が入っていたな」

　幸三はいった。同級生がそこに通っているのでよく覚えている。

　「まさか、田島裕二」

　「あれしか考えられないよ。今迄万引きや暴力事件をよく起こしている」

　幸三が言い出した田島と生徒は、沢田高校いやこの町一二を争うワルであった。喧嘩も目茶苦

茶強く警察も手を焼いていた。

　「田島ならやりかねないね。中学のときも万引きで捕まったな」

　「そうそう、僕達はあいつと同じ中学校だったし」

　南野という部員が口を開いた。

　「田島の写真あるか？幸三」

　「写真・・・中学の時のなら置いてる」

　幸三は卒業アルバムを開き出した。

　「ええと、田島、田島・・・確か五組だった・・・かな」

　「あれ、これは」

　「忠君。どうしたの」

　「こいつだ。僕を脅したのは」

　「え。先輩。こいつです・・か、まさか」

　川野が指差したのは、高田博之と言うところだった。幸三は驚きの表情を見せた。

　「まさか、先輩、これ・・・」

　部員たちがざわめき出した。予想もしない人物が主犯だったらしい。

　「幸三君・・そいつは悪い奴には見えそうにないね」

　「山下先輩の言う通り、高田は中学のときは「秀才」って言われていたんだ」

　「確か、城山に行ったかな・・・・たしか一番の成績で合格したっていうのが噂だったんだ」

　「そいつに間違いない。万引きしたのを見られて脅したのは」

　幸三は忠に田島の写真を見せたが、首を横に振った・・・これは意外な結末になるかも知れ

ない。

　「ところで先輩、高田が万引きしたのはどこだったんですか」

　ざわめきだした場をしずめるために幸三は話を進めた。

　「ええと・・・バス停横の楽器店、新しいＣＤを見に行った日」

　「そう言えば幸三。あいつクラシック鑑賞っていう趣味があったな」

　沢田と言う部員が思い出すように言い出した。

　幸田が突然。

　「楽器店にいこうや、もう一度事件を辿ってみよう」

　と、言い出した。

　「それもそうだな、ここに居ても何も解からないし・・・でも今日は、遅い明日、楽器店に行

くぞ、待ち合わせ場所はここ。あっ、先輩明日もいいですか」



　「僕なら構わないよ」

　「決まり。じゃ、ジュースおごるから飲んで行けよ。先輩もどうですか」

　「ありがとう。ご馳走になるよ」

２

　次の日、部活がＰＴＡの会合とかで休みになった。

　部員達は喫茶店に集まってきた。

　「先輩、こんちは」

　僕はこのような威勢の良いあいさつをかけられるのはやはり苦手だ。

　「こ、今日は」

　「山下先輩。そんなに萎縮しなくたっていいんですよ。なんでもお手伝いしますから、何かあ

ったら言ってください」

　僕は、首を縦に振った。

　楽器店は喫茶店から直線で歩いて数分の商店街の中にあった。ＣＤが置いてある場所は学生が

沢山集まって、各々気に入った曲を探していた。

　「川野先輩、高田はどこにいたんですか」

　「うーん、確かこの辺りにいたから、丁度あそこのところかな」

　見るとクラシックのＣＤの棚であった。

　「幸三君。あれ・・・・」

　高田である。今日は、変形した制服は着ていなかった。僕達と一緒であった。

　「おい、幸田。店の入口にいろ」

　「それから、沢田はレジの前に、もし万引きをしたら合図するから、店の人に知らせるんだ」

　「増田は先輩達を頼む」

　「南野は、一緒に高田の所に行くぞ」

　幸三のてきぱきした指示に部員達はそれぞれの場所に行った。

　高田はＣＤを色々取り出して見ていた。そして、持っていた手提げ袋にＣＤを入れた。

　「やったぞ」

　「行くぞ」

　幸三は南野を連れて高田に近付いた。

　

　「よう。博之。久し振りだな」

　「ああ・・・久し振りだな」

　高田は、青ざめていた。まさか、こんな場所で幸三と出会うとは夢にでもなかったような態

度だ。

　「ところで、その手・・・・」

　幸三が「手」まで行った途端。

　「わああああああッ」



　「沢田。やったぞ。幸田、入口頼む」

　高田が逃げ出した。ものすごいスピードだ。僕と忠は事の成り行きを見守っていた。

　沢田は店の人に万引きを告げた後、すぐ高田に体当りを試みた。

　うまくいった。高田は倒れたところを押さえ込まれた。

　でも、激しい抵抗だ。しかし、幸田が馬乗りになってようやく、暴れるのをやめた。

　いつの間にか店はやじ馬で黒山の人だかりだ。

　「なんで逃げるんだよー。博之。万引きでもやったんか」

　幸三はトボけて聞いた。

　「僕は、なんにも知らない。おまえ達が急に」

　高田は荒い口調でいう。

　「これは何だ！さっき棚にあったＣＤじゃないのか。どうして、レジに出すはずのモノを、手

提げ袋なんかに入れるんだ」

　「それは、おまえ達から追い掛けられたときに、偶然入っただけなんだ」

　「この野郎」

　普段は穏やかな幸三が急に怒り出し、高田を殴った。

　僕は見るに見かねて、

　「幸三君。何もそこまで・・・」

　と、止めようとした。

　「先輩。そんなことでいいんですか。川野先輩に盗みをさせたんですよ」

　それもそうだ。僕を血祭りにあげようと放った相手には変わらない。

　「おい、僕を血祭りに上げるって・・」

　僕は、腹が立ち、高田を殴った。生まれて始めて人を殴ってしまった。

　「先輩。もう止めてください」

　幸三は、僕の握り拳を押さえ付けようとしたが、強引に振り切った。

　「慎一郎。もういい。止めろ」

　「血祭りに上げるなら、やって見ろよ」

　忠や幸三たちに体ごと押さえ付けられて殴るのを止めさせられた。僕は今までたまっていた鬱

憤を晴らそうとしていた。

　「君。ちょっと事務室まで来なさい」

　店員が高田の手を無理矢理引っ張ると、事務室のほうへ消えていった。

３

　僕達も事務室に呼ばれた。万引きの一部始終を聞くためにだ。店員に川野の目撃したことをそ

れに今日のできごとも話した。

　高田は神妙になっている。

　ここに親と警官が来ることなってことを悟ったからであろうか。それとも、今後の処遇がどう

なるのかと考えているのか・・・。

　「ＣＤを欲しかったんだが、お金がなかった。それで、万引きをしたんだ」



　ぼそぼそと高田は話しだした。

　「どこの学校のものか解からないように、わざと変形した制服を来ていったんだね」

　僕は問いただす。

　「ああ、辺りを見回して、誰もこちらのほうを向いていないことを確かめたんだ」

　「それで、忠君に見付かった」

　「かすめ取ったものを手提げ袋に入れて、さあ店を出ようとしたときに、見られた」

　「川野先輩から密告されるのが恐くて、待ち伏せして脅したんだな」

　幸三は信じられないという表情で高田に聞いた。

　「なんで、僕まで巻き添えにするんだ」

　「それは・・・川野さんの親友と知って、それに、俺より弱そうだったから・・・」

　冗談じゃないッ。

　僕はそんなに、やわではない。何も言わず高田の胸倉をつかみ殴った。

　「先輩。落ち着いてください」

　幸三が僕の腕をつかんで制止した。

　僕は高田にそんなことを言われて、悔しかった。落ち着かなければ。

　ん・・・どうしてわざわざ変形した制服を着ていったのだろう。今日の一件は普段の城山の制

服だ。

　「高田君・・・この前は万引きしたとき着た制服はどこから手にいれたの」

　高田の顔が一瞬こわばった。

　「それは、先輩から貰った・・・」

　「誰から」

　「・・・中学の時、応援部から、使わないて貰った」

　うそをついているみたいだ。誰かをかばっている・・・。

　「おい。中学の応援部は、変形した制服なんか使わなかった。そろいのトレーナーだ・・・俺

達をごまかそうとしても駄目だぞ！博之」

　幸三の顔は紅潮していた。爆発して、たたきのめす寸前だ。

　「ほ、本当だよ・・・貰ったんだッ」

　応援部から貰ったこと頑として言い張った・・・しかたない。着ていった理由を聞いてみるこ

とにしよう。

　「どうしてあんなものを着ていったんだい」

　高田に僕はやさしく問いかける。

　「それは・・・あれを着ていけば皆、ビビッて逃げていくだろう、一度でいいからやってみ

たかった」

　言い訳であった。あんなのを着ていけば、確実に補導員に呼ばれて油を絞られる。近頃は特

にだ・・・。

　「ならいい」

　僕はそれ以上聞くことをやめた。



　「幸三君それに皆、どうもありがとう。犯人も捕まったし、事件も解決だね」

　「そうですね」

　幸三の表情はさえなかった。犯人が親友だったからだ。

　「じゃ、帰ろうか」

　忠の勧めで事務室を出た。

　あとは交番に引き渡され、あの時のように。

　僕たちが店を出ると入れ替わりに警官と高田の母親がきた。去年、僕が見た万引きを起こした

中学生の母親のように取り乱している。

　忠の母親もそうだったんだろうな・・・。

　「慎一郎。なに考えているんだ」

　「え。それは・・・なんでもないよ」

　「分かってるよ。俺の時はどうだったんだろうかってね」

　忠は僕の考えていることがわかったようだ。

　「うん・・・母親見ててそう思った」



４章　CHAP_4　Rev1.01-A

第四章

１

　一連の忌まわしい事件のことも一区切りが付き、それぞれまた、平穏な学校生活が戻ってきた

。

　クラスでは、忠の事件のことを言われて、少々迷惑そうであるが、それもじき、収まるだろう

。

　さて、僕と忠は大会が一週間後に控えている、柔道部に行った。もちろん、今度はスポーツ特

集号として発行される新聞の記事にするためだ。

　道場に入る、が、今もってあの威勢の良い挨拶は少し苦手だ。

　「今日は、大会の事について聞きに来ました」

　「おッ、山下か。今度の大会は十分な仕上がりだ」

　松田先生は自信があるようだ。

　「僕も見に来ますから頑張って下さい」

　「この前は、うちの部員が協力してくれたんだったね」

　「はい。お陰で犯人も分かりました。ありがとうございます」

　「来週、警察署で感謝状を渡すと連絡があった」

　「え、そうですか」

　初耳であった。午後に連絡が警察署から学校へはいったようだ。

　「ところで、山下と部員達で捕まえた万引き犯の事なんだが」

　「どうかしたんですか」

　「いや、調べたら、相当額万引きしていた。ＣＤばっかり、数十点、数十万円分だそうだ。そ

れも、今流行の、なんとかいうバンドの者ばかりだそうだ」

　おかしいな、高田は、あんなものには興味がないクラッシックのはずだ。

　「あんまり悪質なんで、学校は退学処分になると聞いた」

　あそこは、うちの学校よりも校則が厳しいところだ。退学になって当然だ。僕を貧弱扱いにし

たから。

　でも・・中学のときから秀才と呼ばれていて、秀才が集まる『城山』に行くから、品行方正

だし、いくら欲しいからってあんなことをすることは無いと思うが・・・。

　まてよ、制服の事を聞いたら、顔色を変えたな・・・これは調べてみる必要はあるな。

　練習後、僕と忠は、再びあの喫茶店に行った。

　「あ、先輩。今日は」

　「高田のことは聞いた」

　「うん。退学になったそうですね・・・」



　「忠君の件は解決したんだけど。どうも、しっくり行かないんだ」

　やはり、あの事件以後、幸三の表情はさえなかった。

　「そうでしょ。先輩。あいつが変形した制服で事件をやるってどうも考えられないんだどうも

裏には・・・」

　「誰かがいるって思っているんでしょう」

　幸三はうなずいた。

　「で、制服やＣＤをもう一度調べて見るんだ」

　幸三の表情がにわかに明るくなった。

　「また、部員を集めてやりましょう。実は博之は俺の親友で、学校が違っていても、休みには

よく遊びに来てくれたんだ。それで、あいつのこと良く知っているんだ」

　僕が幸三の前で涙を流したとき、忠と僕の友人関係をうらやんでいたが、それに負けないく

らい、いやそれ以上だ。

　「じゃ、あした昼休み、部室で集まろう」

　「いいですね。あすまた会いましょう」

２

　次の昼休み、幸三達がやってきた。

　文化部の部室に入ることが余りないので、部員達は珍しそうにあたりを見まわした。

　「高田君のことなんだけど」

　僕は部員達の注意をこちらに向けるため話し出した。

　「この前万引きしたほかにも、今流行の・・・」

　「Ａと言うバンドでしょ」

　「そうそう、そればかり・・あれ」

　部室に新聞部の仲間たちが入ってきた。

　「部長。私たちもいるじゃないですか」

　「みんなに迷惑になるかと思って」

　「川野さんは慎一郎君の親友だけど、部の仲間でもあるの。ほっとけないでしょ」

　「・・・ごめん」

　僕は事件の解決を急ぐばかりに、仲間のことをおろそかにしていた。なんて愚かなんだろうと

思うと同時に、みんな仲間のことを心配していることが分かった。

「慎一郎。早く話せよ」

　忠が促した。

　「そればかり、数十も盗ってるんだ。だけど、高田はクラシックが趣味と聞いた」

　「最近あいつの家に行ったけど、あのバンドのＣＤなんてなかった」

　幸三がいったのは、二週間以上前の話だ。

　「部屋に隠しているかも知れないね」

　幸三の話に南野が口をはさんだ。

　「確かに隠しているかも知れない。でも、高田の部屋は押入とか数十枚もいれられる場所はな



いぞ」

　「ベッドの下とか」

　幸田がいう。

　「あいつのはパイプでできていて、下も丸見え、なにも置いてなかった」

　「誰かから預かったのでは」

　浜中が口を挟んだ。

　「万引きしたのは数点かもしれないね」

　僕はうなづいた。高田を知っている第三者が人気バンドのＡのファンで、数十も盗んで隠し切

れず、高田の部屋に放置・・・・意外とその線でいけるかも知れない。

　「でもさ、どうやって運んだんだ」

　忠が聞く。

　「少しづつ運んだんでは」

　南野がいった。

　でも、何で・・・こんなに・・。もしかして、僕はおもむろに口を開いた。

　「みんなに売ってお金もうけをするためでは」

　真ッ先に賛同したのは幸三だった。

　「最近はパソコン使って売り買いできるからな」

　浜中がいった。

　「そうだった。いろんなもの売っているよね。本とか・・」

　ネットの競売で売りさばいてお金を得る為に。

　遊ぶ金か。高田は幸三がいうには、遊びより勉強が好きだったと言う。

　では、なぜ。

　「みんなで高田の家にいってみようぜ」

　幸三が言い出した。

　新聞・特に週刊誌は進学校生徒ＣＤ大量に盗むと派手に書きまくっている。真面目な優等生が

ここまで落ちたかと解説まで付けて。どこの誰かは分からないが、高田の住む周囲では、いつの

間にか噂になってしまっている。

　家族はいたたまれなくなって、家にはいないのではないか。

　「幸三君・・いって、更に噂にならない」

　僕は、か細い声でいった。もし、家族が出てきたとしても、追い払われるのはという考えが支

配した。

　「先輩。大丈夫」

　いかなければという幸三の強い意志の表れであった。



３

　高田の家は、僕たちの通っている学校から、歩いて十五分ほどの住宅街にあった。白い壁でき

れいな家だ。

　家の中はカーテンがひかれひっそりとしていた。忠が万引きして補導された後の時と同じだ。

　呼び鈴を押そうかおさまいかと考えている内に、僕たちの気配に気がついたらしい。家の中か

ら誰から出てこようとしていた。

　ドアが開いた。出てきたのは高田の母でだった。

　「こんにちは」

　幸三があいさつをした。

　「幸三君。こんにちは、息子が事件を起こして・・」

　母親はやつれていた。事件を起こし、学校を退学になったことで、家の前にカメラを持ったマ

スコミ関係者の人たちが取り囲んだために、息子が事件を起こしたことが周囲に知られてしまっ

たからだ。

　家をでるたびに周囲の人々のヒソヒソ話と、冷たい視線がふりかかってきた。

　僕たちは居間に通された。なかなか洒落ていた。

　「あの・・いま、どうされているんですか」

　幸三が恐る恐る聞いた。

　「・・・面会をかたくなに拒んでいます」

　忠のときと様子が同じだ。もしかして、誰かから脅されていたのか。

　僕は尋ねた。

　「最近、おかしいとおもったことはないですか」

　母親は思い出すように答えた。

　「目立って変わったことは・・・。そういえば、よく紙袋を友人から預かっていたわね」　

紙袋。たぶんＡというバンドのＣＤだ。

　「どんな友達だったです」

　「同じ学校の友人といっていたけど」

　「みたことはないんですか」

　僕はさらに詳しく聞いた。

　「ちらっとみたことあるけど、同じクラスで学級委員をしている、北川君だった」

　南野が口を開いた。

　「北川。あいつはそんな趣味はなかった。おとなしくて読書ばかりしていた」

　ＣＤを万引きしたのは、高田と同じだったクラスの学級委員・・・。この事件はどこまで進ん

でしまうのだろうか。

　「幸三君、そろそろおいとましようか」

　僕は、これ以上聞いても何も出てこないことを感じて。外に出ることを促した。



　「北川君の家へいってみないか」

　僕は提案した。反対するものはいなかった。場所はここから歩いて十分もかからなかった。

　「ごめんください」

　呼び鈴を押したのは南野だ。ここにいるメンバーでよく知っていることできまった。実際、小

学校から今まで時々遊びに来ていたから。怪しまれずに済む。

　家から出てきたのは高田の同級生、北川義彦だ。僕みたいに痩せて背が低かった。大きめ眼鏡

がなぜか不釣り合いに見える。

　「久し振りだな義彦」

　南野が声を出した。来たのは南野、田中、川野、そして僕の四人。あまり大挙してくると感づ

かれてしまうからだ。

　新聞部のメンバーは北川と高田の件について聞き回っていた。どんな結果が新事実が待ってい

るだろうか。

　「久し振りだね。きょうは何の用事なの」

　「たまには、友人さそって遊びにこようとしたんだ。こちらが同じ部員の田中、そして友人の

山下君と川野君」

　僕たちは頭を下げた。南野が気を利かせ、同級生の友人ということにした。そして部屋に入る

ことができた。

４

　北川の部屋は本があふれていた。読書好きだという南野のいうことに間違いなかった。ただ、

ＣＤなどは皆無に等しかった。

　僕はおもむろに。

　「僕も本好きだけど、北川君にはかなわないな」

　と言葉を出すと、延々と本の話を始めた。

　「ねえ、あの小説家の本読んだ」

　北川と僕との会話になってしまった。意気投合してしまいそうだった。事件がなければよい友

達になれたかもしれない。いまでも思っている。

　「山下君」

　南野が声をかける。

　「そうだったね。聞くことがあったね」

　僕は本の話題を止め、高田の話を聞くことにした。

　「話を途中でやめるのはなんだけど、僕の親友の高田君のことなんだけど」

　北川が一瞬こわ張った。

　「あいつ、ＣＤ万引きして退学になったよ」

　幸三が口を開く。

　「残念なことだね。悪いことした結果だよ」

　あくまでも他人事のことと切り抜けようとしている。

　「そういえばＡというバンド知っている」



　南野が聞く。

　「僕、音楽はあまり詳しくないんだ」

　「高田君に紙袋を預けなかった」

　さらに南野が問い質す。

　「し・・知らないよ。僕がなんで音楽のＣＤを預けなければいけないんだ」

　かなり狼狽している。

　「高田の家にいってきた。博之に紙袋を預けたって聞いたぞ」

　幸三が聞いた。自然に声が大きくなっていた。

　「知らない・・・もしかして、僕がやったとでも」

　「証拠はないんだけど。知らないならそれでいいんだよ。ただ気になったから」

　僕は、北川をこれ以上興奮させないようにした。

　「慎一郎。そろそろ帰ろうか」

　川野がみんなに促した。

　「慎一郎って・・・東高校の新聞部・・・」

　北川が驚きの顔を見せた。そういえば、僕の名前は、タウン誌で新聞部の紹介記事を依頼され

た時に出しているので知っているはずだ。なんで驚くんだろう。

　「そうだよ。僕が山下慎一郎だけど」

　「なんで、こんなところまでくるんだよ。僕を犯人だと思って調べに来たんだろう」

　表情の変化に四人は顔を見合わせた。

　「話を聞きにきただけなんだ。君が犯人だといってはいないよ」

　僕の穏やかな聞き方は時に、火に油を注ぐこともある。怒鳴ることが苦手な僕はついこんな聞

き方になる。

　「帰れよ。今度、近付いたら、学校を通してやるからな」

　僕たちは逃げるように北川の家を後にした。でも何で僕の名前で過剰な反応をしたのだろうか

。

　「ごめん。僕の聞き方が悪かったね」

　僕は三人に謝った。

　「先輩。謝らなくてもいいですよ。これで北川が怪しいことが分かったんですから」

　「そうだよ。慎一郎。あとはどのように突き詰めていくかだ」

　「あ、早く、部に戻って、他の部員からの情報を聞きましょう」

　急ぎ足で新聞部の部室へ戻ることにした。そろそろみんながそろっている時間だろう。北川の

家の訪問で、僕はあとでとんでもないことに巻き込まれるとは思いもしなかった。



５章　CHAP_5　Rev1.01-A

第五章

１

　部室に戻った僕たちは、新聞部のみんなへは北川の様子。みんなからは北川の同級生の反応が

報告された。

　どの部員からも、北川が悪いことをするという印象はまったくないという話ばかりだった。お

となしく読書ばかりしているというところは共通していた。

　「やっぱり、北川君は関係ないのでは」

　そのような意見も出てきたが、紙袋を高田へ渡したことと、僕の名前を聞いて態度が豹変した

ことで何らかの関わりがあるのではという意見でまとまった。

　あしたも、授業が終了したあとで北川の友人たちと話をするということになった。

　夕方になり、いつものように忠と一緒に家へ戻る。時々寄り道して書店、そして蛸焼き店にい

ったりする。

　「ねえ、忠君。何で僕の名前であんなに変わったんだろうね」

　「そうだな。親父さんが新聞社に勤めているから、調べられているとおもったんじゃないかな

」

　それもそうだとと思うが、掲載されたタウン誌には僕の親父の職業など一切触れてはなかった

。僕自身がそういうことを原稿にはしなかった。

　考えても答えがすぐには出てこないものだ。忠と久々に蛸焼きを食べて勉強の話でもすること

にした。

　「いらっしゃい。慎一郎君。お久し振り」

　「こんにちは」

　蛸焼き店の店主とは中学生になったときから知り合いだった。大きな蛸焼きが八つで百円と

安かったからよく忠と食べにいった。

　「今、全部売れたから、焼きたてを作るね」

　僕がくると必ずこういって焼きたてをサービスしてくれる。

　「今度のテストの範囲広いね」

　忠が口にする。テストの最初の科目は苦手な教科だったからだ。

　「そうだね。覚えきれないかも」

　「慎一郎。その教科は得意じゃなかったんか」

　「ばれたか」

　やはり僕のうそはすぐにばれる。悪意もないから冗談で受け流してしまう。

　「どこが分からないの」



　「そうだな、この部分だよ」

　忠が教科書を取り出す。びっしり蛍光ペンで線が引かれていた。おまけにところどころ

　『慎一郎に聞く』

　とまで書かれていた。

　「おまたせ。焼きたて二皿」

　たっぷりソースと鰹節・青海苔がかかった焼きたては、美味しそうな香りが辺りを包んでいる

。

　まず一口頬張る。あの事件以降、食べてなかったので、美味しさは格別だ。

　「ここはこうするんだよ」

　僕は、分からない部分を説明する。

　「あ、そっか。そういう手もあったんだ」

　忠の口癖だった。一口頬張っては、テスト範囲の解説。水を一口飲んでは、問題の解き方。全

部食べ終わる頃には、三十分以上の時間が経っていた。

　「慎一郎。もう一皿食べるか」

　「半分なら食べられるよ」

　あまりたくさん食べることはできないので、一皿で十分だったが、きょうはいろんなことがあ

り過ぎて、お腹が空いていた。

　僕たちはもう一皿注文した。もちろん焼きたてだ。

　「ねえ、忠君。もう一回、高田君の家にいってみない」

　僕は忠の顔を見ながらいった。

　「そうか、まだ気になることがあるんだな」

　「直接あって話してみたいんだ」

　気持ちは忠が家に閉じこもっている時と同じだった。とにかくなぜ、忠を脅すようになった

のか。北川のことをかばうのか、本当のことを知りたかった。

　蛸焼き店を出たのが夕方だった。高田に会うのは、土曜日の午後からに決まった。幸三にもメ

ールを送っておいた。反応は早かった。

　『先輩、柔道場でまっていてください』

　僕はすぐに、『ＯＫ』と送り返した。

　「さて、うちに帰って、勉強でもしますか」

　忠が背伸びしながらいった。

　「そうだね」

　僕は、忠を家の前で見送ると、家に戻った。そんなに離れていなかったので、あとは玄関を

くぐって・・・。



　急に何かの物音を聞くと背後から衝撃を感じた。

　何があったのかは分からなかった。気が付くと、二、三人いるようだ。

　「深入りして調べると、今度こそ血祭りにあげてやるそッ」

　「い、いきなり何だよ」

　僕は、振り返った。マスクをしていて顔が分からないようにしていた。背後から襲うとは卑

怯だ。

　「北川の家にまでいって、こそこそ調べて」

　腹に鈍い痛みを感じた。拳で殴られたのだ。うずくまった。痛みのあまり涙が出てきそうだ

った。

　「北川たちに近寄らないと誓えッ」

　胸倉をつかまれ殴られた。僕は力がないので抵抗したけど、勝てる相手ではなかった。それで

も足で相手を蹴飛ばすことはできた。

　「手を引いたら、何もかにもうやむやになってしまう」

　「なんだと」

　集団で襲われるなど初めてだ。どうすることもできない。しだいに意識が遠のいていくことだ

けは分かった。

　「何してるッ」

　逃げる足跡が地面に響いた。次に自転車の走る音が近付いてきた。

　「先輩。大丈夫ですかッ！先輩」

　幸三であった。しばらくして忠もやってきた。

　「慎一郎。どうした」

　「・・・ありがとう。急に二、三人の人から襲われた」

　痛みで立つことができない。

　幸三は犬の散歩で近くを通り掛かっていて偶然、襲われているところを見た。もし、こなかっ

たらどうなっていたか。

　「北川に襲われたんか」

　忠が聞く。

　「マスクしていてわからなかった・・。来てくれてありがとう・・・」

　安心して気絶してしまった。家族を呼んだあと、救急車を呼んだようだ。

　目が覚めると、病院のベッドに横たわっていた。回りには、両親、忠、幸三。そして増田先生

の顔が見えた。あと、交番の警察官がいた。

　「慎一郎。びっくりしたわよ」

　母がだきついた。いきなりのことなので気が動転していた。が、けがの程度はあれほど殴られ

たのに打撲で湿布をもらって、少し落ち着いたら帰ってよいという軽さだ。



　「慎一郎。俺のことでここまでになってごめんな」

　「いいって。これで、北川君があやしくなったんだ」

　不思議と、親父も母も、これ以上、深追いしないでねとはいわなかった。

　「慎一郎。これからは家の前まで送るよ」

　僕は交番の警察官にいきさつを話した。忠の事件から、北川の家にいって、ＣＤの大量万引き

の話を聞きにいったときまで、警官はうなづきながら丹念にメモを取っている。

　毎日、通学の時に通って顔見知りだから、緊張せずに丁寧に話した。傷害事件で捜査してくれ

るようだ。

　一段落ついたのは深夜になろうとしていた。増田先生は、あしたは大事を取って休めといって

くれたので、ゆっくり事件を振り返ってみようと思った。

２

　長い一日が終わり、朝が来た。殴られたところがまだ痛む。湿布を張り替え、ベッドにまた横

になった。

　「おはようございます」

　忠の声だ。見舞いに来たのかなと思っているうちに部屋に入ってきた。

　「おはよ」

　「おはよう。忠君、学校は」

　「増田先生が、動き回らないよう、見張っていてくれということで、休み」

　思わず吹き出してしまった。殴られたところがうずく。

　「痛い・・」

　「おい、無理するなって」

　「先生のことばが、おかしくって」

　「学校では慎一郎は、風邪で休みにして、きのうのことは一切伏せるようだ。新聞部の部長が

襲われたって知ったら、それこそ大騒ぎになるからな」

　「だろうね。それこそ学校のスクープになっちゃうね」

　忠の顔をみながら吹き出した。

　「痛い・・」

　「無理するなって」

　高田のＣＤ大量万引き事件は、親友の忠を巻き込み、調べていくと、同じ学校の北川に行き着

いた。一見するとおとなしく本が友人という話ばかり聞く。あって話した時にも本の話ばかりで

音楽のことなど疎いように思えた。

　僕が新聞部の部長であることが分かると豹変して、今回の襲撃につながった。僕がかかわると

何かまずいことがあるのか。

　「Ａってバンドは相当の人気だな」



　忠がパソコンを電源を入れて、ネットを検索している。僕もファンだ。忠は音楽の好みが違う

ので関心はなさそうだ。

　「音楽番組では頻繁にでるよ」

　「いつもスポーツチャンネルでプロ野球ばかりみているからな」

　「たくさんアルバムだしているでしょ」

　「そうだな。でも音楽に関心がないといった北川が、何で数十枚もとらなければいけなかった

んだろうな。売るにしたって、足がつきそうだけどな」

　「それになんで高田君が忠君にあんなまねをさせたのか」

　しばらく沈黙したあと、

　「よし、その高田をつれてこようか」

　僕は、キョトンとして忠の顔を見た。あの事件以降、だれとも顔を会わせないのに。どうして

連れてくることができよう。首に縄をつけて連れてくるつもりなのか。

３

　忠が高田を連れてくると出て行って、二時間近くたつ。昼も近くなってきた。通行人ははなく

静かだ。というより静まり返っている。

　動き回ると痛みがするので、ベッドで横になり、音楽を聞きながら、これまでの出来事を振

り返った。

　－忠は田中酒店からお金をわしづかみにして逃げた。すぐに幸三君に取り押さえられ、交番へ

。お金は変形した学生服を着た高田が持って行った。

　お金を取ったのは、高田の万引きをしたところを見て脅されたから。近くの楽器店で柔道部員

の協力でつかまえた・・・。

　どうしても僕と体格が似ている北川に高田を脅し、何人か引き連れて襲撃したりするとか考え

られない。

　それとも北川もだれかから・・・。だけど、なぜ僕の名前を聞いてあんな態度に。この出来事

が起きるまで北川の存在も知らなかった。一

　中学校は同じであったらしいがあった記憶がないというか思い出せない。すれちがったかもし

れないけど・・・・。－

　「慎一郎。連れてきたぞ」

　忠の声だった。本当に連れてきたんだ。僕は素直に驚いた。あの楽器店での万引き事件以来だ

。どんな話が、どんな展開になるのだろうか。彼が部屋に上がってくるまでの時間が妙に長く感

じられた。

　「山下さん。この前は、あんなことをいってすみませんでした」

　高田は深々と頭を下げた。

　「いいよ・・・気にはしていないよ」

　「忠君。よく連れてきたね。確か・・・」

　「保護観察中っていうことになっているんだ。でも、何にもすることはない」



　「それは、そうだろうね。僕ももし、高田君の立場だったら、何もすることないかな。という

より、毎日泣き明かしているかも」

　僕のこの言葉に、高田は口を開き始めた。

　「きのう襲われたそうですね」

　「軽傷ですんだよ。でも、殴られたところはちょっと痛い」

　「ほんとうに慎一郎はある意味ラッキーなんだよな」

　高田にＣＤの真相を聞くことにした。

　「実はあれ北川が預かってくれって頼まれたんだ。絶対に開けないでいうことで」

　「でも開けてしまった」

　高田はうなづいた。

　「入れていた袋の破れ目で中身が分かった。それも盗んだものと分かった」

　「楽器店は盗むと防犯ベルがなるんじゃなかったのか」

　忠が聞く。確かに最近防犯ベルを入れ始めたのは見たが、幸三君たちの高田を取り押さえた以

降に入れたものだ。

　「あの楽器店で盗んできたものらしいんだ。ＣＤのことを問い詰めると、北川が口を開いた」

　やっぱり、北川がこの事件の犯人であることは間違いない。

　「次の日に、北川から呼び出され、もしばれることもあったら、お前も同罪だと脅された」

　「だから言いなりになったんだね」

　「うん・・」

　「北川は僕にあの楽器店でＣＤを万引きするように命令したんだ」

　「それを俺が見て、事件は始まった」

　「変形した制服はどこから手に入れたの」

　「・・・あれは、北川はこれを着ていけと押しつけられた。さすがに城山の制服ではまずいだ

ろうってね」

　ここまで、周到に準備していたのか。おとなしそうな素振りでだまされそうになった。

　「それに、山下さん・・・ちょっと言いにくいんですけど」

　「僕なら気にしないよ。この前のようにいきなり殴ったり何かしないよ」

　「川野さんから見られた。北川に話すと、絶対に新聞部の山下さんが出てくるから、血祭りに

あげるぞと脅せっていわれた」

　僕が出てくる・・・何でそんなことまで予想してるんだ。なぜそんなに警戒しなくてはいけな

いんだ。

　「慎一郎。もしかして・・・」

　忠が、考え込んでいる僕を見て声をかけた。心当たりがあることを思い出したのだ。その話を

聞いて僕は・・・。思わず悲しくて泣きそうだった。

　「たったそれだけのことで、僕を襲ったり、忠君や高田君を巻き込んだの」

　「そうしか考えられないよ」

４



　それは三年前の中学生の時に遡る。

　生徒会の選挙があった時だ。僕は役員になるのを望んでいなかったけど、誰も立候補が上がら

なかったので、くじ引きで決まった。

　会長ではなく副会長。ふだんはくじ運がない僕だがこの時は当たりを引いてしまった。

　「参ったな。僕、人前で話すのは苦手なんだ」

　「任せとけよ。俺が素晴らしい演説をするからさ」

　隣席の忠が言った。

　副会長は、あと一年生の北川という生徒が自ら立候補したらしい。僕は当落には関心はなか

った。選挙運動など簡単な公約を書いたビラを作って終わったくらいだ。

　投票日。大人たちがしている選挙と違って、演説会をして投票をする形になっていた。学校で

は社会の仕組みを学ばせるためにしているので、ある程度簡略化されている。

　僕の番になった。

　あまりごたごた話さず、生徒と先生の意見を橋渡しする方法を考えます・・・のようなこと

を言った。当たり障りないと言えばそれまでだったが、応援演説になったとき、忠がいきなり。

　「みなさま。こんにちは」

　開口一番、生徒達から爆笑の渦に巻き込まれた。何がおかしかったのかいまだに僕は分から

ない。とにかく忠の演説は続くが、爆笑のあとのざわめきが続いていたことは覚えている。

　開票は圧倒的大差で副会長に当選したのは僕であった。北川に入った票は自分と友人、クラス

の一部の生徒であることは数字を見て分かった。

　あとで、北川の同じクラスの生徒に聞くと、生徒会選挙は自ら立候補して、あれこれとやりた

いことを考えていたらしい。そういえば演説会で強気な主張をしていたな。内容は覚えていない

けど。大差で負けた時は悔しがっていた。『何であんな人が当選するんだよ』とつぶやいていた

そうだ。

　僕は一年間、生徒会を無事に務め上げ、翌年の選挙は北川は生徒会長に当選した。翌年に希望

する生徒会に入れたのだから、悔しさも消えていたと思っていた。

　もし、この出来事が原因だとしたら、たったそれだけの理由かとなってしまう。内申点を上げ

たいのを邪魔にされたという恨みなら誤解である。翌年、会長を努めて、秀才が集まる城山に合

格しているから。何の不足もないはずだ。

　「山下さん。痛みが消えたら、北川のところへ行きましょう」

　高田が口を開いた。

　「慎一郎。今度は俺たちが付いていくから大丈夫だ」

　「ありがとう」

　僕は頭を下げた。持つべきものは友人だと、当たり前のことを考えていた。



　「慎一郎。今はまだ早いけど」

　しばらく無言の時間が続いた。正確には僕を休ませるために、忠が気を使って、高田とネット

を見て遊んでいた。三十分ほどうとうとしていた。

　「なんだい。考えていることはだいたい分かるよ。高田君のことだよね」

　「そうだ。北川がつかまれば、高田君は復学できるんじゃないかな」

　「忠君を脅してお金を取ったり、何件か万引きしているんで、かなり説得しないといけないね

。その時は僕が動くよ」

　「山下さん。ありがとうございます。戻れても居場所があるかどうか」

　「それは復学が決まってからにしよう」

　僕は高田を励ました。まずは、この一連の事件をすっきり解決してからだ。

　「先輩」

　幸三の声だ。玄関前からのようだ。僕は、忠に迎えに行ってくるように頼んだ。



６章　CHAP_6　Rev1.01-A

第六章

１

　幸三に、今回の事件のいきさつと思い当たる節を話した。まさか、僕が中学時代の生徒会の選

挙が引き金になっているとはいまだに信じられない。

　「単なる妬みなんですか」

　同様に彼も信じられなかった。たったそれだけで、何人も巻き込むことをするようにはどうし

ても考えられない。

　しばらくの沈黙の後。ふと忠が僕にこんなことを言った。

　「人を使って慎一郎を使って襲わせるって、そんな力があるんだろうか」

　「そういえば」

　高田は口を開いた。どうやら僕を襲った、人たちに心当たりがあるらしい。

　「紙袋を預けた日、外に何人かの生徒がいた。けど、見たことがなかった。二年生のようだ

った」

　「二年生だって」

　僕がいっている学校の制服を着ていたと聞いて驚いた。それも同級生の二年生。すると、北川

は東高校の生徒に脅されてやった・・・。

　「どんな顔かわかる」

　「顔まではわからなかったけど、背が高かった。」

　「話し声とか聞こえなかった」

　僕はさらに高田に聞く。

　「よくは聞こえなかったけど・・・そういえば背の高かった二年生は、髪が長くていくらか縮

れていたような」

　「それって・・・もしかして」

　忠が口を開く。

　「あいつだよ」

　僕も、その名前を聞いて納得した。僕をよく知っているし、中学校時代の同級生だからだ。そ

れに北川の家から数軒となりだ。

　これでつながりそうだ。あとは、北川と僕が直接対決して忠と、高田君の事件のいきさつを自

ら話してもらうしかない。

２

　きょう、いきなり行って解決する話ではないので、残りの時間、事件と関係ない話などして過

ごした。近々行われる柔道の大会の話を幸三君は笑わせながら話したり、後からお見舞いに来た

新聞部の女子部員たちが持ってきたお菓子をつまみながら、楽しく過ごした。



　「部長。明日は戻るんでしょうね」

　「そりゃもちろんだよ。みんながお見舞いに来てくれたんで、大丈夫」

　「さすが、先輩は女生徒の前では元気になっちゃうんですね」

　幸三が茶化す。

　僕は顔を赤くしながら、手を振るので、笑いに包まれた。

　「ところで慎一郎君。きのうのことなんだけど」

　同じ部員の若野美佐子がこんなことを言い始めた。

　「本当は襲われたんでしょう」

　

「うん、いきなり襲われた」

　「慎一郎君も知っている、あの人たちが、『当分、生意気な山下は、ビビッておとなしくな

るな』なんてトイレの入口で話していたのを偶然に聞いてしまったわ」

　「僕は風邪で休んでいることになっているけど。きのうの夜、その人たちから襲われた。幸い

大きな怪我なかったんだけど」

　上着をめくり、湿布をはっているのを見せた。部員の何人かは驚いた表情を見せた。無理も

ない。

　「やっぱり、あいつらか」

　忠は苦い顔をした。

　「先輩誰なんです」

　幸三が聞いた。

　「僕を中学のときにいじめていた同級生」

　みんな僕に視線を向けた。知っているのは忠と美佐子ぐらいだ。生徒会に立候補する前の一学

期間。からかったり、生徒たちが見ていないところで、僕がいやがることをしろと命令した。拒

否すると小突かれたりした。忠と、今はここに来ていない新聞部員の友達、美佐子が助けてくれ

たのだ。学校の先生も、父母も知らないことだった。

　「いう機会もなかったんだけど・・・いいたくなかったことなんだけど」

　僕は、言葉に詰まった。

　「慎一郎。いわなくても。済んだことだし」

　忠は僕が話すのを止めようとした。一連の事件の発端はすべて僕へのいじめられていることを

止めたことに始まる。ゆっくりと思い出すように話し始めた。

３

　今の僕があるのも、みんなのおかげだ。まずは、北川から落としていくしかない。ちょうど南

野が僕の家を尋ねてきた。

　「来いよ」

　誰かを連れてきている。これから会おうとしていた北川だ。抵抗していたが南野の力にはかな

わない。



　「山下先輩。襲われたと聞いて、もしかしてと思ってこいつを問い詰めたら」

　「襲うように言った」

　僕は静かに言った。北川がおびえて僕の方を向こうとしなかった。

　「先輩に謝るんだ」

　南野は北川の頭を押さえつけた。か細い声でごめんという言葉が何とか聞き取れた。

　「そこまでして昔の悔しさをはらそうとしたのか」

　僕は強い口調で言った。北川は視線を合わそうとしない。

　「生徒会の選挙に負けたから、仕返しをしようとしたんだね」

　さらに僕は強い言った。ようやく視線を合わせくれた。

　「何でだよ・・・何で君のような人が当選するんだよ・・・」

　泣きながら僕をにらみつける。

　「北川君。僕は当選したくてあんなことしたわけではないんだ。もし、僕が君の立場だったら

、逆恨みもしなかった。それに、こんなことはしなかった」

　僕は、静かに諭すように語りかけた。北川はがっくり座り込んだ。

　「先輩をこんな目に遭わせたのはこんなことだったのか」

　南野のが吐き捨てるように言った。もう友達ともおもわないという表情だ。

　「それに、あの連中を使って・・・」

　博之が胸ぐらをつかんだ。

　事件の真相はこれでわかった。

　もともと、僕や、忠を巻き込んだ事件になったのは、忠が博之の万引きを見て、それを北川に

話し、僕をいじめた連中が、忠を使って田中酒店で事件を起こさせ、それをもとに僕を困らせ再

びいじめようと企てた。

　北川とそいつらの接点は、意外なことだった。

　「実は、山下さんが、恥ずかしいいじめをうけているのを見たんだ。その後、いじめはなくな

った。そいつらはつまらなそうにしていた」

　「選挙に負けて鬱憤を晴らそうと持ちかけたんだね」

　「そうだよ。近づいて、生意気だねと話しかけたら。あいつらは話に乗ってくれた」

　友人が少なかった北川にとって、話を聞いてくれる人がいてうれしかった。

　「あいつらは友人ではなく、便利な使い走りと思っていたんだ」

　僕もあのとき、使い走りもさせられた、万引きまで命令されたが、忠や美佐子に打ち明けた。

北川にはそれができなかった。できる友達がいなかった。

　「後から気づいたけど、逃げ出せなかった」

　「大量のＣＤを預かったとき、さすがに家においておくのはまずいので、博之の部屋に置いて

もらうように頼んだ・・・間違いのもとだった・・・」



　僕は、どうしようもない気持ちになった。僕も友人がなく、いたとしても打ち明けたりその勇

気がなかったら同じ立場になっていたかもしれないのだ。

　「でも・・君は、バカだよ・・・」

　僕はしばらく無言で泣いていた。みんな気遣って沈黙が続いた。

　「交番に連絡する」

　幸三が携帯電話を取り出し電話をした。いくら悔やんでも、何人も巻き込んだ事件の一端を担

ったんだ。北川もこれからの身の上がわかっていたようだった。

４

　電話をして十分ほどして交番から警察官がやってきた。先日、僕を襲ったときに事情を聞いた

、顔なじみのおまわりさんだった。

　幸三と、僕が事情を話した。北川は吹っ切れたようで、指図した僕の同級生の名前をいい、大

量のＣＤはあいつらの指図で断り切れなかったと話した。

　「よく、ここまで調べたね。」

　警官は僕に笑いながら話した。

　「いえ、ここにいる僕の仲間たちが、解決に動いてくれたんです」

　「山下君、いい友人たちに恵まれたね。本署でも防犯ビデオ、店の関係者の証言で浮かんでき

たんだ。ここまで言ってくれれば、逮捕に持ち込める」

　「本当ですか」

　「君のとこの高校だから、素直に喜べないな」

　「ええ」

　交番の警察官は、無線で本署を呼んだ。

　「窃盗事件の被疑者の一人を確保しました。応援願います。パトカーのサイレンは鳴らさずき

てください」

　無線機から「了解」の声が響いた。

　僕の家にパトカーが横付けされたのは、応援を呼んでほどなくだった。サイレンも鳴らさなか

ったので、周囲の人が出てくることはなかった。

　背広、制服姿の警察官が三人ほど僕の家に上がり込んだ。母親に僕を襲った相手がわかったの

で警察がくると言っていたが、これほどくるとさすがに緊張した。

　北川はそのまま車中の人になり、警察署に向けて走り始めた。

　「これで、事件も解決だな」

　忠が僕に言った。忠が事件を起こして過ぎ去った時間は十日もたっていなかったが、一年以上

流れたように感じた。

　「うん」

　「先輩、明日が学校、大騒ぎですね」



　幸三が言い出す。新聞テレビも大挙して押し寄せるだろう。父の仕事を見ていると容易にわ

かる。

　「山下先輩の拳は痛かったです」

　博之が照れながらいった。今後、どうするんだろう。

　「博之君。今後どうするの」

　「そうですね・・・通信制の高校にいこうかな・・・働きながら」

　退学が撤回される確率は低いとわかっていたようだ。

　「僕の父に新聞配達できるように頼んでみる」

　幸三君も喜んで賛成してくれた。働きながらの勉強はつらいかもしれないけど、困ったときは

親友の幸三君や僕たちがいるのだ。

　「さて、夕方になったし、また明日にしようか」

　忠が切り出す。

　「そうだね。あ、ちょっとまって」

　母親が僕に、事件解決のお祝いでもしようと言った。父も帰ってきたようだ。みんなに提案

して、そのまま夕飯になった。

　父は博之に新聞配達を紹介してくれると約束した。というより、近くの販売店に電話をして、

来月からでもきてくれるようにと決まった。なんともすばやい動きだ。

　お祝いもあっという間に終わり、それぞれ家に戻っていった。きのうに引き続き長い一日は

終わった。
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終章

１

　長い一日が終わりいつものように朝が来た。

　髪を整えてから朝食をとる。痛みもほとんど消えたが、湿布だけは貼っている。穏やかな陽射

しが部屋の中に入ってきた。

　「いってきます」

　僕は玄関を出、親友の川野忠の家に向かった。小学校からの決まった道のりだが、きょうは初

めて学校に行く日のように思えた。

　歩いてすぐに、忠の家に着く。僕がいつもほとんど定刻に来るので、外に出て待っていた。

　「おはよう」

　「おはよ。痛みは消えた」

　「うん。ほとんど消えたけど、湿布はまだ貼っている」

　「よかった。さあ、学校は大変なことになっているかもな」

　学校には多くの車が止まっていた。僕の父が働く新聞社の車もその中にいた。それに警察車輛

と思える車もだ。同級生のあいつらはつかまって、校長たちに事情を聞きにきたのだ。

　教室に入る。予想通り、大量万引き事件であいつらが警察に逮捕されたことが知れ渡り騒然

となった。

　「おはよう」

　「大丈夫。痛みはない」

　真っ先に美佐子が声をかける。

　「襲われたってきいて心配したぞ」

　浜中が声をかける。本当に心配そうな顔をしていた。襲われたことはきのう僕の家にきたメ

ンバーなら知っているけど、いつの間にかクラス中に知れ渡っていた。

　「増田先生の努力も水の泡かな」

　僕は冗談っぽく答えた。

　あいつらというのは、中学時代の一時期、僕にひどい目にあわせた、加藤と山本であった。中

学卒業後も僕と同じ高校へ進学し、時々僕をからかったりしていた。もうお気づきかもしれない

。忠が事件を起こした翌日、僕は松本先生から昼休みに指導室へ来るように呼び出され

た時・・・。　

　「よォ、山下クン！お前も泥棒の一味だったのかな」　　

　「優等生もとうとう化けの皮がはがれたか」

　と冷やかした連中がそうだ。『泥棒の一味』といいながら、大量の窃盗事件の主犯だったとは



あの時予想だにしなかった。結果、僕を再度、ひどい目にあわせた。いつまでもつけ狙っていた

ことに怒りがこみ上げてきた。

２

　あの二人は退学になった。同様に北川もだ。

　僕は中学時代いじめられていたことが知られてしまったが、変な目で見られることはなく、逆

に勇気がある行動だと、尊敬する人や、相談を新聞部の部室に来る同級生、一年生が来るよう

になった。それにまつわる事件はまた別の機会にして・・・。

　翌日、事件解決の表彰を受けることになった。忠と幸三、三人が警察署にいくことになった。

署長室で行われたけど僕は緊張しまくっていた。

　「緊張しない。俺は一度来ているから」

　忠は堂々としている。あのとき一度来ているからだろうけど。

　父親も取材に来ているし。

　「あまり緊張しない。いい写真撮れんぞ」

　この言葉で、笑い声が広がった、おかげで緊張が解けた。

　「東高等学校一同殿。このたびは連続窃盗事案の解決に伴い多大な貢献をしましたのでここに

賞します。」

　僕は署長から感謝状を受けた。カメラのフラッシュを浴びる。忠は金一封の封筒を受け取った

。

　「この事件はみんなの協力なしでは解決しませんでした」

　記者である父親のインタビューに答えた。

　警察署から出ると高田君が待っていた。

　「山下先輩、城山の通信制に編入できると電話がありました」

　「本当。よかったね。どうなるかって気がかりだったよ」

　「ありがとうございます。時間があるときは新聞部へ乱入していいですか」

　「いつでも歓迎だぜ。博之。ついでに柔道部で体鍛えるか」

　「そうだね。幸三を投げ飛ばしてみたいな」

　『こいつ』と、幸三は博之の肩をポンとたたく。これで博之も環境が変わるけど元のように勉

強ができる。

　「先輩、今度の日曜日はばっちり取材してくださいね」

　そうだ、柔道大会が日曜日に行われることをすっかり忘れていた。

　「もちろん、優勝したら号外を出すよ」

　僕たちはまた笑い出し、学校へ戻った。



終
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